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「デザイン実践」による
指導と評価の一体化の研究

ICT機器を効果的に活用した
「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善の研究

■研究内容
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授業実践の内容

学習評価の研究

成果と課題

学校の概要と生徒の実態
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進路状況２本校の
概 要

授業実践科目について3

１ 学科・校訓
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授業実践科目について

対象クラス

３年 選択科目（３単位）

⇒  ○○○○工学科 ○○名

実施科目

「デザイン実践」

目標
デザインにより解決できる課題を発見し，
技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て
解決する力を養う。

（高等学校学習指導要領（平成30 年告示）
第５７ デザイン実践の「目標」（２））
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単元・本時の目標１
授 業
実 践
の
内 容

授業の展開２

まとめ・評価３

０ 授業の導入
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０ 授業の導入
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◆授業の導入（ICTの活用）

「観察力テスト」の実施

身近な生活の中にあるデザインの機能や目的を知り，

その表現の良さや工夫について考える。
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１ 単元・本時の目標
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◆単元の目標

単元の目標

・ビジュアルデザインについて企業などにおける実際

のデザイン事例を踏まえて理解するとともに，関連

する技術を身に付ける。 

・工業製品などのデザイン制作に着目して，ビジュア

ルデザインに関する課題を見いだすとともに，科学

的な根拠に基づき構想を立て，結果を検証し改善で

きる。 

・ビジュアルデザインについて自ら学び，工業の発展

に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 
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◆本時の目標

本時の目標

コンセプト（条件）に即した、「色彩」「文字」

「構成」について考え、ロゴを作成できる。

学習内容（科学的な根拠）を活かす

授業で学んだ内容（「色彩」「文字」「構成」など）

を利活用して、ロゴの作成を通じて実践させる。
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２ 授業の展開
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◆授業の展開
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◆授業の展開
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３ まとめ・評価
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◆まとめ

コンセプト（条件）を整理し、理解する。

相手が、何を望んでいるのかを分析する。

学習内容（科学的な根拠）を活かす。

授業で学んだ内容（「色彩」「文字」「構成」など）

を利活用して、ロゴの作成を通じて実践させる。

⇒ モノづくりにおいて、

今後のいろいろな場面で活かすことができる。
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◆まとめ

プレゼンテーションシート
プレゼンテーションシートを作成し、発表を行う。
（作成意図や、重視したコンセプトについて話す）
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生徒による評価２

学 習
評 価
の
研 究

相互評価（生徒間）3

１ 教員による評価
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◆教員による評価

Ａの評価
コンセプト（条件）を理解でき、授業で学んだ内容
（「色彩」「文字」「構成」など）を利活用して、
ロゴの作成ができる。
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◆生徒による評価

ルーブリック評価

Ａ Ｂ Ｃ

多くの条件に即した、
「色彩」「文字」「構
成」について考え、
ロゴの作成ができる。

１つの条件に即した、
「色彩」「文字」「構
成」について考え、
ロゴの作成ができる。

条件に即さないロゴを
作成した。

ロゴの作成ができない。

本時の目標

コンセプト（条件）に即した、「色彩」「文字」

「構成」について考え、ロゴを作成できる。
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◆相互評価

Formsの利用
発表をもとに、
生徒が発表者を

Formsで評価する。
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◆相互評価

フィードバック
Formsの集計結果を発表者にフィードバックを行う。
（重視したコンセプトや伝えたいデザインが

正しく伝わったか。）

Id
誰を評価しました
か。フルネームで
書いてください。

飲食店（寿司屋）、
店名が分かりやす
く、作成されてい
るか。

店主の考え、立地、
価格帯などが伝わ
るように作成され
ているか。

文字（フォント）
の工夫がされてい
るか。

色彩（色使い、配
色）について工夫
されているか。

総合的に条件（コ
ンセプト）に即し
たロゴの作成がで
きているか。

48○○ ○○ 5 5 5 5 5

65○○○○ 5 5 5 5 5

89○○○○ 4 4 4 4 4

96○○○○ 5 5 5 5 5

98○○○○○○ 5 5 5 5 5

99○○○○ 5 5 5 5 5

100○○○○ 4 4 3 3 4

102○○○○ 5 5 5 5 5

104○○ ○○ 3 3 3 3 3

105○○○○ 3 3 1 5 4

107○○ ○○ 4 2 5 4 4
4.36 4.18 4.18 4.45 4.45
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生徒間の相互評価２成 果
と
課 題 教科や科目を超えて3

授業を超えて4

１ コンセプトの存在
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成果・課題

・相互評価を通して、評価について
妥当性や客観性を出すことができた。

・授業を超えて、創立８０周年記念の
ロゴ製作に関わる事ができ、実際に
使用された。

・デザインの配色や構成について、課題研究や
国語表現などの様々な授業で学習内容が活かす
ことが期待できる。

・コンセプト（条件）を意識して、
制作をする習慣付けがなかなか難しい。
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ご清聴ありがとうございました
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